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日本共産党福山市議団の議案説明       （2007年 6月本会議） 

                                                            

議会 議案 提出者 採決 日本共産党 水曜会 緑風会 公明党 市民連合 新政クラブ 

2004年 6月議会 
福山市国民健康保

険条例の一部改正 

日本共産党 

福山市議団 
否決 賛成 反対 反対 反対 反対 反対 

2005年 6月議会 
福山市国民健康保

険条例の一部改正 

日本共産党 

福山市議団 
否決 賛成 反対 反対 反対 反対 反対 

議会 議案 提出者 採決 日本共産党 水曜会 明政会 誠友会 公明党 市民連合 新政クラブ 

2006年 6月議会 
福山市国民健康保

険条例の一部改正 

日本共産党 

福山市議団 
否決 賛成 反対 反対 反対 反対 反対 反対 

2007年 6月議会 
福山市国民健康保

険条例の一部改正 

日本共産党 

福山市議団 
否決 賛成 反対 反対 反対 反対 反対 反対 

資料（８）日本共産党福山市議団が提案した「国保税引き下げ条例改正」案への各会派の態度 

（村井明美議員）第５号福山市国民健康保険条例の一部改正につい

て，提出者として改正内容について説明を行います。 

 ２００７年度福山市国民健康保険加入世帯数は８万６９００世帯，

被保険者数で１５万９２００人の多数に上っています。 

 今，日本社会は貧困と社会的格差の広がりが大きな問題になってい

ます。国民健康保険の加入者は，もともと農業や自営業中心の保険で

したが，次第に失業者，無職者，不安定雇用の労働者など，低所得者

の加入者が増加し，一層基盤が脆弱になり，国民健康保険税の滞納世

帯が増加し，国民皆保険の根幹を揺るがす状況になっています。 

 また，年金，医療，介護などの社会保障に対する負担増，その上老

年者控除や年金控除，定率減税の廃止などによる庶民増税で，市民生

活はまことに厳しく，高い国保税の引き下げを求める声は，一層切実

になっています。地方自治体が市民を守る防波堤として，負担軽減の

施策をきめ細やかに進めることが求められます。 

現在，福山市国民健康保険会計には，２００６年度収支見込みで４億

５８４０万５０００円の黒字分と財政調整基金２３億９７７２万１

０００円，合計２８億５６１２万６０００円の財源があります。これ

ら多額の財源は，もとは市民が払った税金であります。この財源を活

用して，国保税のさらなる引き下げを行うことが求められるもので 

す。 

 改正内容は，軽減後１人当たり基礎課税額を６万７４４０円とし，

課税限度額は５３万円に据え置くこととします。基礎課税額の現行所

得割税率８．７０を８．４０に，被保険者均等割額２万６７００円を

２万４７００円に２０００円減額し，世帯別平等割額を２万１３００

円から２万３００円に１０００円減額するものです。これに伴い，均

等割額，平等割額の７割，５割，２割の各軽減額を改めるものです。 

 賦課割合は，応能所得割５２．５５％，応益割の均等割３２．０９％，

平等割１５．３６％，応益割合計４７．４５％であります。 

 改正に伴い，３億５２６７万４０００円の財源不足が生じますが，

さきに述べました国保会計が保有する財源で十分に対応できるもの

です。 

 次に，国保税引き下げ以外の部分につきましては，さきに福山市が

提案された内容と同様でありますので，説明は省略いたします。 

 この条例の施行期日は，公布の日からといたします。この条例の適

用区分は，改正後の福山市国民健康保険条例の規定は２００７年度分

からとし，２００６年度までの国保税については，なお従前の例によ

るものといたします。何とぞ慎重審議の上，全会派そろって御賛同い

ただきますようお願い致しまして提案の説明とさせていただきます 


